
の海外相場

Open

High

Low

Settlement
Change

EFP 10.37 10.47 -0.027 -0.022 2.25 2.75 -10.00 -6.50 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前　0.1％ 予　0.3％ 前　20.9万件 予　21.2万件 前　-0.9％ 予　0.6％

前　168.4万人 予　168.5万人 前　98.4 予　98.0 

前　4.3 予　2.0

前　21.8 予　10.0

前　0.0％ 予　0.2％

前　-7.8％ 予　-1.0％ 

前　9.8％ 予　8.7％

前　0.5％ 予　0.5％ 前　 0.4％ 予　-0.1％ 前　 1.0％ 予　-0.2％

前　3.2％ 前　 0.2％ 予　0.2％

前　-20.3 前　 0.9％ 予　-1.4％ 

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Asia

独　7月 消費者物価指数

EU　4-6月期 GDP

EU　8月 ＺＥＷ景況感調査 EU　6月 鉱工業生産

Europe 英　7月 失業率

独　4-6月期 GDP

JP　6月 機械受注

8月 NY連銀製造業景気指数

英　7月 小売売上高

CH　7月 小売売上高

JP 休場 

8月 ミシガン大学消費者態度指数

8月 フィラデルフィア連銀製造業景気指数 

8月15日

USA

COMEX/NYMEX ($) Gold (Dec) 

3.4

1,537.7

1,526.6

1,531.2

前週分 失業保険継続受給者数

7月 鉱工業生産

2019年8月16日

1,414.1835.8

842.0
-6.0 

1,438.6
22.2

PM

837.00

1,443.00

1,515.65

Silver (Dec) Platinum (Oct) Palladium (Sep)

-0.069 

17.310

17.510

17.353

847.3

17.290

LBMA/LPPM Fixing ($)

8月13日

1,431.00

840.00

          コメント

Thu Fri

Precious Metals

ゴールド・シルバー・パラジウムは上昇、プラチナは小幅下落となった。中国国務院関税税則委員会が「米国の新たな10%の追加関税計画によって米中両国

は交渉による貿易摩擦解決を目指す軌道を外れた。報復の為に必要な措置を取らざるを得ない。」と表明した事を受けて米中貿易摩擦懸念が高まり、市場
がリスクオフムードとなる中で米国長期金利は低下、ゴールドは上昇した。欧州終盤に一時利食い売りにより売り込まれる場面もあったが、その後反発し、結

果上昇で引けた。シルバーはゴールドにつられる値動きとなった。プラチナは欧州時間に$840/ozを割り込み、$835/oz近辺でサポートされたが、結果として小

幅下落で引けた。パラジウムは米国時間に直近の抵抗線を上抜け、$1,450/oz近辺で引けた。

FX

ドルは主要通貨に対して上昇した。良好な米国経済指標結果がドルのサポート材料となった。また、レーン フィンランド中銀総裁が9月の次回ECB会合で景気

刺激策を打ち出す必要があると発言した事をうけてユーロが弱含んだこともドルの上昇要因となった。ドル/円終値106.11、ユーロ/ドル終値は1.1107。

7月 住宅着工件数前週分 新規失業保険申請件数

AM

1,517.65

 Fixing Prices

1,416.3

1,444.0850.5

1,518.3

2,364.4

38.0

326.5 1,248.2

702.941.3 1,652.1

8.9

376.3 1,522.9

2,771.1

37.9

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

17.215

7月 消費者物価指数

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

-712.3 

-24.2 

2019/8/10

1.5

32.4

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としてお

り、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。


